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株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅰ．中間決算概要及び通期見通し
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-１．中間決算サマリー

2007年中間期 2008年中間期項　　　目

売上高（千円）

経常利益（千円）

当期純利益（千円）

研究開発投資（千円）

総資産（千円）

純資産（千円）

発行済株式の総数（株）（注２）

一株あたり純資産額（円）（注３）

一株あたり当期純利益（円）（注４）

経常利益率（％）

自己資本比率（％）

（予想値）（注１） （実績）

３３０，０００

△１９９，０００

△２００，０００

１００，０００

－

－

－

－

－

△６０．３

－

２４５，５４０

△１９５，５８６

△１９５，９５４

１５６，８５１

１，７８７，７０２

１，４８０，０１８

３３，８９７

４３，６６２

△５，７８０

△７９．７

８２．８

対前年度比

１１８％

－

－

１４７％

８２％

１１１％

１２２％

９７％

－

－

－

比

７４％

－

－

１５７％

－

－

－

－

－

－

－

２０８，７８７

△１９８，０７２

△１９８，５４７

１０６，４２０

２，１７３，１９８

１，３３８，２９２

２７，７５４

４５，１７１

△７，１５３

△９４．９

６１．６

（注１）予想値は、平成１９年４月２６日の決算発表時に公表した平成２０年３月期中間業績予想数値である。
（注２）期中平均株式数を記載。

（注３）一株あたり純資産額 ：中間期末純資産／中間期末発行済株式数
（注４）一株あたり当期純利益 ： 中間期純利益／中間期中平均株式数
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Ⅰ-２．業績推移 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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Ⅰ-３．事業区分別業績 株式会社ＤＮＡチップ研究所

（金額単位：百万円）

－－０６％１２．３公募関連

１３３％８０％１９６．０７１％１４７．４計

８１％２０％４９．５２９％６１．４計

１３８％２９％７２．２２５％５２．３一般機器

１５９％２０％４９．５１５％３１．１一般（受託解析）

日立ソフト

開発機器

汎用チップ

【説明３】２０３％４１％１０１．４２４％５０．０

１１８％１００％２４５．５１００％２０８．８合　計

【説明２】

【説明１】　

説明

５０％９％２２．４２２％４５．１

商品販売
事業

－－０９％１８．０

研究受託
事業

比率売上高比率売上高

対前年比

（％）

2008年中間期2007年中間期
項　　　目

【説明１】
　 業務分担の明確化により、日立ソフトからの研究受託費は本年度からゼロとなった。一方、受託解析においては

　アジレントマイクロアレイによる受託解析が増加するとともに、ConPathチップによる受託解析も徐々に立ち上がり
　始めている。

【説明２】
　 顧客のチップ使用法が多様化している状況で、弊社の戦略としてアジレントマイクロアレイやConPathによる受託
　解析に注力した。このため、AceGene等汎用チップ販売は大幅に減少。

【説明３】
　 新たに当社が販社として取扱い開始したイルミナ社の高性能シーケンサーSolexaやアジレント等のライフサイエ
　ンス機器の販売が増加。

【説明１】
　 業務分担の明確化により、日立ソフトからの研究受託費は本年度からゼロとなった。一方、受託解析においては

　アジレントマイクロアレイによる受託解析が増加するとともに、ConPathチップによる受託解析も徐々に立ち上がり
　始めている。

【説明２】
　 顧客のチップ使用法が多様化している状況で、弊社の戦略としてアジレントマイクロアレイやConPathによる受託
　解析に注力した。このため、AceGene等汎用チップ販売は大幅に減少。

【説明３】
　 新たに当社が販社として取扱い開始したイルミナ社の高性能シーケンサーSolexaやアジレント等のライフサイエ
　ンス機器の販売が増加。
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-４．通期計画

９０１５，０００１６，６５２設備投資（千円）

－－－経常利益率（％）

－－－営業利益率（％）

１２９２８８，０００２２３，８１０研究開発投資（千円）

－△３００，０００△４１０，７５６当期純利益（千円）

－△２９８，０００△３４２，３０６経常利益（千円）

－△３００，０００△３３５，２７０営業利益（千円）

１０４８２０，０００７８７，１２０売上高（千円）

対前年度比
（％）

２００８年３月期
予想

２００７年３月期
実績項　　　　　目

■　売上高　　　 ：　研究受託事業　→　アジレントとの提携による大学、研究所や製薬会社からの受託解析サービス増加
(対前年度比較) 商品販売事業　→　AceGene等汎用チップ売上は減少　

機器・システム等独自の販売チャンネル開拓による売上増加　　　　　　　　　　　　　
■　営業利益　 ： 診断チップ事業の早期立ち上げのための自家研究投資による営業損失の継続
　　　　　　　　　　　　 機器・システム等の売上げ比率増に伴う利益率の低下
■　研究開発投資 ：　【２００８年３月期主な研究開発投資内容】
　　　　　　　　　　　 （１）診断チップ事業
　　　　　　　　　　　　　・血液による糖尿病、リウマチ等診断法の研究と診断チップ開発（大阪大学、金沢大学、埼玉医科大学等）
　　　　　　　　　　　　　・大阪大学とのがん診断チップ開発
　　　 　　　　　　　　 （２）ＣｏｎＰａｔｈチップ、教育用チップの機能追加
　　　　　　　　　　　　　　産業技術総合研究所、住友ベークライト、日本ガイシ等との共同開発継続

■　売上高　　　 ：　研究受託事業　→　アジレントとの提携による大学、研究所や製薬会社からの受託解析サービス増加
(対前年度比較)　 商品販売事業　→　AceGene等汎用チップ売上は減少

機器・システム等独自の販売チャンネル開拓による売上増加　　　　　　　　　　　　　
■　営業利益　 ： 診断チップ事業の早期立ち上げのための自家研究投資による営業損失の継続
　　　　　　　　　　　　 機器・システム等の売上げ比率増に伴う利益率の低下
■　研究開発投資 ：　【２００８年３月期主な研究開発投資内容】
　　　　　　　　　　　 （１）診断チップ事業
　　　　　　　　　　　　　・血液による糖尿病、リウマチ等診断法の研究と診断チップ開発（大阪大学、金沢大学、埼玉医科大学等）
　　　　　　　　　　　　　・大阪大学とのがん診断チップ開発
　　　 　　　　　　　　 （２）ＣｏｎＰａｔｈチップ、教育用チップの機能追加
　　　　　　　　　　　　　　産業技術総合研究所、住友ベークライト、日本ガイシ等との共同開発継続
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-５．下期、通期計画の詳細
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（注＊１）：売上原価から製品開発先行投資及び自社研究費等の研究開発投資分を除いた分（研究
受託事業+商品販売事業の売上原価）の売上総利益

（注＊２）：国プロ等公募研究費を除く研究開発投資金額である
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研究開発投資
＋一般管理費

営業損益
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株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅱ．下期業績改善施策
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-１．下期業績改善プラン

「業績改善」推進プラン

　　　　Ⅰ　　売上高の確保

　　　　Ⅱ　　収益構造の改革

　　　　

業績改善

「業績改善」推進プラン

　　　　Ⅰ　　売上高の確保

　　　　Ⅱ　　収益構造の改革

　　　　

業績改善
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-２．売上高の確保

　

　

　

　

　

　
　

　１．受託サービス受注への集中と拡大

　　　　　■　受託解析サービスの強化
　　　　　　・アジレントＣＳＰ（Certified Service Provider）認定の優位性を活用した製薬会社、
　　　　　　　化粧品会社、食品会社等民間会社からの受託拡大
　　　　　　・ＣｏｎＰａｔｈTMチップを活用した臨床研究分野向け受託解析サービス拡大
　　　　

　　　　　■　ＲＮＡチェック技術開発による総合診断支援ビジネスの開始（詳細は後報）
　　　　　　・リウマチにおける薬剤効果診断ビジネスの試行

　　　　　　・解析結果データに対するセキュリティ管理・品質保証体制の整備
　　　　　　　　（品質保証グループの新設とプライバシー・マークの取得推進）

　

　２．中間期受注残案件の売上確保

　　　■　２００８年３月期中間期受注残の確実な売上の確保
　　　　　　　　（２００８年３月期中間期受注残　：　前年度比約５倍）

　

　３．ライフサイエンス関連機器販売の強化

　　　　　■　市場での評価の高い機器、海外製新製品等の販売チャンネル確保　
　　　　　　・イルミナの高性能シーケンサであるＳｏｌｅｘａの販売強化
　　　　　　・アジレントのライフサイエンス機器の販売強化
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-３．収益構造の改革

　

　

　

　

　
　

　　■　独自開発製品による顧客要望への対応
　　　　・ＣｏｎＰａｔｈ使用事例の整備による機能、性能の優位性の立証（国際論文投稿等）
　　　　・バイオ関連教育向け教育チップの教育現場への浸透

■　顧客の研究テーマに合わせたカスタム・チップ作製の充実
　　　　・顧客要望にあわせた日本ガイシ、住友ベークライト、アジレント等との連携推進　

１．顧客のニーズに応える製品

３．材料・解析業務のコスト低減

　　■　チップ作製素材のコスト低減と自動化推進
　　　 ・プラスチック基板等高性能で低価格基板の採用
　　　 ・産総研との共同開発による新規高品質オリゴの採用

・自動化システムの導入による解析作業コストの低減

２．受注顧客層の拡大

　　■　大学・研究所等国の予算中心の受注から、民間企業からの受注拡大推進
　　　　・受注残の拡大による、次期予算策定時の確度向上
　　　　・大型案件の受注増加　
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Ⅱ-４．受託サービスの詳細（計画） 株式会社ＤＮＡチップ研究所

２００８年３月期３Ｑ，４Ｑはアジレントマイクロアレイによる受託解析サービスを中心に、製薬会社、化粧品会
社、食品会社等民間会社からの受託（５０％以上）を増やしていく。
ConPathチップの受託は大学病院、研究所を中心に進める。

２００８年３月期下期売上予算における受託サービスの顧客分類

２００７年３月期の実績

44%

30%

5%

2%
2%

13%
4%

製薬会社

大学・研究所関連

食品会社

化粧品会社

その他メーカー

ConPath他

受託チップ作製

アジレントマイクロアレイによる
受託解析サービス

36%

45%

3%

16%
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Ⅲ．中期ビジョン
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１．「自分でする」よりも「できれば全部任せる」方向に
シフトしつつあると判断

２．アジレント社との契約を梃子にユーザーのニーズ
　 に応える受託解析を進めつつある
３．これにより汎用チップ、オンデマンドチップ（=小規模多

品種解析）への要望対処が容易化
４．バイオ・インフォマティクスを強化し、データの解析サー

ビスとトータルサービスを充実。
　　データ・マイニングにも協力
５．高度技術開発を続けるグループとして日本の研究コミュ

ニティーに貢献する姿勢は変えない

１．「自分でする」よりも「できれば全部任せる」方向に
シフトしつつあると判断

２．アジレント社との契約を梃子にユーザーのニーズ
　 に応える受託解析を進めつつある
３．これにより汎用チップ、オンデマンドチップ（=小規模多

品種解析）への要望対処が容易化
４．バイオ・インフォマティクスを強化し、データの解析サー

ビスとトータルサービスを充実。
　　データ・マイニングにも協力
５．高度技術開発を続けるグループとして日本の研究コミュ

ニティーに貢献する姿勢は変えない

株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅲ-１．ユーザの要望シフトに対応：
受託解析とトータルサービスに重点
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　１．マーケッテイング・営業部門、解析部門の間の動
的協力体制

　２．受託解析部門の整備と能力向上（特にアジレント

　　　サービスとトータルサービス）

　３．研究開発部門の充実と体制の整備

　４．医療機関との連携システムを強化

　５．研究開発の成果をより早く事業に結びつける努力

　１．マーケッテイング・営業部門、解析部門の間の動
的協力体制

　２．受託解析部門の整備と能力向上（特にアジレント

　　　サービスとトータルサービス）

　３．研究開発部門の充実と体制の整備

　４．医療機関との連携システムを強化

　５．研究開発の成果をより早く事業に結びつける努力

株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-２．社内体制の整備
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　　１．アジレント社とのCertified Service  Provider 契約

　　 （日本で唯一）

　　２．受託解析が上向き

　　３．ConPathチップの上市

　　４．ハイブリ先生

　　５．癌診断用データの蓄積

　　６．血液試料解析データベースの充実

　

　　１．アジレント社とのCertified Service  Provider 契約

　　 （日本で唯一）

　　２．受託解析が上向き

　　３．ConPathチップの上市

　　４．ハイブリ先生

　　５．癌診断用データの蓄積

　　６．血液試料解析データベースの充実

株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-３．現状
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　1．医療システムは、未病社会・脱高度介護社会に向

　　　かって進化しつつある

　２．その根幹は個人化医療、個人化健康診断

　３．DNA（遺伝子＝素因）検査とRNA検査（RNA
　　　チェック＝状況）の必要性が高まってきた。

　４．この状況に対応できる技術とコンテンツの研究開発

　　　を進め、特色を持つビジネス展開を図る

　５．当面のターゲットは癌、リウマチ、生活習慣病　

　1．医療システムは、未病社会・脱高度介護社会に向

　　　かって進化しつつある

　２．その根幹は個人化医療、個人化健康診断

　３．DNA（遺伝子＝素因）検査とRNA検査（RNA
　　　チェック＝状況）の必要性が高まってきた。

　４．この状況に対応できる技術とコンテンツの研究開発

　　　を進め、特色を持つビジネス展開を図る

　５．当面のターゲットは癌、リウマチ、生活習慣病　

株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-４．個人化医療に向かう社会の中で
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Ⅳ．健康クリニック事業（仮称）の展開について

１．総合診断支援サービス事業計画（概要）
２．総合診断支援サービスの仕組み
３．総合診断支援サービスが目指す診断モデル
４．生物製剤（抗リウマチ薬）の種類：今後の拡大計画
５．リウマチ医療体制
６．関節リウマチ診療の現状
７．総合診断支援サービス事業計画（まとめ）
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１．総合診断支援サービス事業計画（概要）

１．総合診断支援サービス・ビジネス：特徴はＲＮＡ診断を付加した総合診断サービス

２．素材評価（治験）試験支援・ビジネス：特徴はＤＮＡ／ＲＮＡ実験・解析サービス

３．健康指導・ビジネス　→　ヘルシー・ケアビジネス：特徴は生活習慣指導サービス

４．クリニック情報化・ビジネス：特徴は遺伝子診断の啓蒙・普及・サイト支援サービス

過食

運動不足

高脂血症

高血糖

高血圧

内臓肥満

インスリン抵抗性
動脈硬化性疾患

糖尿病
心・血管疾患 脳梗塞

メタボリックシンドローム（自己免疫疾患・生活習慣病関連）

リウマチ：自己免疫疾患

Ｉ．狙い目市場を「メタボリックシンドローム」に焦点化し診断チップの開発

ＩＩ．遺伝子解析技術を応用した「健康クリニック事業」の早期立ち上げ

遺伝子マーカー探索支援・食品評価試験（遺伝子発現データ収集）など

従来検査項目に、遺伝子発現データ、情報を付加し、専門医師のコメントを追記した総合診断レポートの提供など！

体質検査（ＤＮＡ検査）と症状診断（ＲＮＡ診断）で、発症前段階で、食事指導、運動療法、健康補助食品、サプリメント選択指導など

クリニック用遺伝子診断カタログのカスタム対応作成・コンサルティング、啓蒙・教育用資料の有償作成など

ストレス

間食

大量飲酒

働き過ぎ

喫煙

3,000万人

1,400万人

2,300万人

潜在患者含

＜快楽習慣＞
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(B)総合診断解析センター（仮称）

（C）クリニック支援サービスセンター（仮称）

クリニック支援DB

診断支援ＤＢ

血液

臨床情報
匿名化

統合情報

(A)クリニック

２．総合診断支援サービスの仕組み

　サービス内容
１．リウマチ診断
２．糖尿病診断
３．各種癌診断

顧客・組織

情報

材料・情報フロー

凡例

＋

Copyright 2007　㈱DNAチップ研究所

契約医師

人材・体制

BI技術者

マネジメント

評価技術者
Wet/Dry

マーケティング
マネージメント

臨床情報生化学データDNA診断RNAチェック

レポート

受診 診療

コメント

注注

注：外部再委託予定
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３．総合診断支援サービスが目指す診断モデル
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４．生物製剤（抗リウマチ薬）の種類：今後の拡大計画
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６．関節リウマチ診療の現状

関節リウマチとは？
悪化・進行

指導・治療

症状該当→４以上　　　　　　　　　
＜1987年改定アメリカリウマチ学会分類基準：ＡＲＡ＞
１）朝のこわばりが少なくとも1時間持続すること（6週間以上）
２）3つ以上の関節療育の腫脹がみられること（6週間以上）
３）手関節または、ＭＰ．または、ＰＩＰ関節（指第二関節)領域

　　の腫脹がみられること
４）対称性の腫脹があること
５）手のＸ線所見で異常がみられること
６）皮下結節がみられること
７）ﾙｳﾏﾄｲﾄﾞ因子が陽性であること

テーラメイド医療、テーラメイド健康指導（栄養クリニック、スポーツ・クリニック）

診断？

治療の４本柱
　　　　 　1.基礎療法
　　　　　　　　　 生活の注意ー労働，休息，入浴，睡眠，食事
　　　　　　　　　 くすりの飲みかた，心の安静　　　
　　　　　 2.リハビリ
　　　　　　　　　 リウマチ体操，日常の変形予防の動作
　　　　　 3.薬物療法
　　　　　　　　　　 １．抗炎症剤

　　　　　　　　　　　２．抗ﾘｳﾏﾁ剤：ＤＭＲＤｓ　　　　
　　　　　　　　　　　３．ｽﾃﾛｲﾄﾞ剤：ＮＳＡＩＤｓ
　　　　　　　　　　　４．抗ｻｲﾄｶｲﾝ剤：生物薬剤　　
　　　　 　4.手術　（滑膜増殖、関節破壊、脊椎亜脱臼、腱断裂）

　　　　　　　強直性脊椎炎
　　　　　　　ベーチェット病
　　　　　　　腸炎関節炎（潰瘍性大腸炎、クローン病、
　　　　　　　　腸管ベーチェット病に伴う）
　　　　　　　乾癬性関節炎
　　　　　　　掌蹠膿疱症骨関節炎
　　　　　　　反応性関節炎（咽頭炎、赤痢Shigellaなど）

　　　　　　　ライター症候群
　　　　　　　血清反応陰性脊椎骨関節症
　　　　　　　HIV にともなう関節症

　　　　　　　ウイルス性関節炎
　　　　　　　慢性疲労症候群
　　　　　　　線維筋痛症
　　　　　　　肥大性関節炎（肺など呼吸器疾患に伴う）
　　　　　　　特発性びまん性骨増殖症（DISH)
　　　　　　　変形性脊椎症（過骨形成性脊椎症もふくむ）
　　　　　　　Enthesopaty
　　　　　 　 変形性関節症

　　　　　　　痛風性関節炎
　　　　　　　偽痛風
　　　　　　　リウマチ性多発筋痛症
　　　　　　　回帰性リウマチ
　　　　　　　化膿性関節炎(時に多発性に発病する、
　　　　　　　　透析患者、膠原病、高齢者）
　　　　　　　結核性関節炎（ステロイド投与中）
　　　　　　　悪性リンパ腫（シェーグレン症候群に関連あり）
　　　　　　　多発性骨髄腫
　　　　　　　甲状腺疾患にともなう関節症状
　　　　　　　アミロイド関節症（人工透析などをしている患者さん）

関節リウマチ
　悪性関節リウマチ　　　
　若年性関節リウマチ
　リテマトーデス
　シェーグレン症候群：眼
　強皮症
　CREST症候群

　多発筋炎
　皮膚筋炎
　壊死性血管炎
　抗リン脂質抗体症候群
　結節性動脈周囲炎
　混合性結合組織病
　未分化型結合組織病
　鑑別不能結合組織病
　その他

＜薬剤＞
1.カルフェニール　2.モーバー　3.リドーラ　4.アザルフィジンEN
5.メタルカプターゼ　6.リマチル　7.シオゾール　
8.ブレディニン（かなり弱い）
9.リウマトレックス（メソトレキセート）　

10.インフリキマブ（レミケード）　11.ｴﾀﾈﾙｾﾌﾟﾄ（ｴﾝﾌﾞﾚﾙ）

12.ﾄｼﾘﾌﾞﾏﾌﾞ(ｱｸﾃﾑﾗ）　13.ｱﾀﾞﾘﾑﾏﾌﾞ
14.ﾘﾂｷｼﾏﾌﾞ（ﾘｯｷｻﾝ)　15.スタチン　16.テトラサイクリン他

抗リウマチ薬には１０種類近くの薬剤があるのですが全体に共通した特徴がありますが、
個々の違いがあります。
　共通した特徴は
１）遅効性であること（２～３カ月かかって、効いてくる）
２）効果の出る人とでない人がいること（４０～８０％）
３）効果は平均３年ぐらいで消失すること
４）副作用のチェックが大切なこと（高齢者にはとくに注意）
　　高齢者（6O歳以上）は出やすい。血液と尿で骨髄造血機能、腎機能，電解質、肝機能，
　　また、聴診や胸部X線，CTで肺線維症のチェックをします。皮膚炎もよくおこります。

体質：ＨＬＡ‐ＤＲ４が陽性、自己免疫疾患
・体の多くの関節に慢性炎症が起
こり関節が腫れて痛む。進行すると
軟骨・骨の破壊が進み、手・足の
関節の変形と機能障害が起こる。
患者は現在、100万人（1,640万人）、
男女比は3：7で女性に多い！

→心臓・肺・消化管・皮膚に病変
→血管炎
→発熱や心筋梗塞・肺炎・腸梗塞

＜進行性の疾患＞
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７．総合診断支援サービス事業計画（まとめ）
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　　　現状の課題と対策
①正確な臨床サンプル収集
→ＭＣ（メディカル・コーディネータ）派遣

②診断判別精度向上
→サンプル数拡充

③サービス価格の低減
→現システムとの分担拡充


